
第５学年 青垣地域内人権・同和教育研修会
１　日時　　　2016年11月４日（金）　５校時　13：40～14：25
２　教材名　　「みんなの秋祭り」（友だち）
３　指導にあたって
　本学級の児童は、男子５名女子３名の計８名である。４月当初の学級目標を決めるとき、「みんなで仲良くできるクラスにしたい」「ケンカのないクラスにしたい」「笑顔がいっぱいある学級にしたい」などの意見が多かった。「いや」「できない」などのマイナス言葉や問いかけに対して無反応、相手の嫌なことを考えなしに言ってしまうなど、ふとした一言でトラブルになることも多かった。そこで、学級目標は「最幸の笑顔」とし、「自分だけでなく、友だちも大切にできる子」「見えないものを大切にする」を合言葉に取り組んできた。トラブルやケンカが起こったときには、全員でお互いの気持ちを話し合い、同じことが起こらないように「次、どうすればいいのか」を具体的に話し合ったり、友だち同士が関わりあえるような学習形態を工夫したりした。なかなか集団に入ることができない児童や気持ちのすれ違いで相手に責任を押し付けてしまう児童も、お互いの気持ちを理解し合うことで、徐々に笑顔が増えてきた。しかし、まだまだ自分の気持ちを表現することが苦手な児童も多く、発表する子としない子の二極化がはっきりしている。そこで、ノートやプリントなどに書かせてから発表させたり、目に見える評価をしたりするなどの工夫も継続して取り組んでいる。
本教材では、身近にある不合理な習慣に気づき、それを改めようとする意欲を育む教材である。地域社会の中には、昔からのしきたりによる封建的で不合理な習慣が存在することがある。差別のない社会を築くには、それらの身近な問題の存在に気づき、それを解決していくことによって、差別解消への実践力を培うこともできる教材である。部落差別のために、秋祭りで一番最後に宮入りさせられていた西町の屋台が、宮入り一番になるまでの経緯が書かれている。差別解消へ向けての粘り強い努力の大切さと素晴らしさを理解することができる。
指導にあたって、子どもの素朴な疑問をきっかけにして、秋祭りに平等に参加したい、差別をなくしたいというみんなの願いが実現したことに気づかせたい。また、その実現に至る経緯を通して、これまで学習してきた不当な条件を受け入れるかどうか話し合ったことや困難を乗り越えようとする人々の思いを想起させながら、西町の人々の思いや様々な葛藤がある中で実現のために行動することの大切さにも気づかせたい。そして、その行動することから、西町だけでなく、その地域全体が変わることができたということにも気づかせたい。部落差別解消への展望をひらくことを意図した教材であるが、６年生への学習につなげるためにも、「差別」という言葉にも触れながら指導していきたい。
４　ねらい
　身近にある不合理な習慣に気づき、それを改めようとする意欲を育てる。また、おかしいと思うことを改めるためには、行動することが大切であることに気づく。
５　人権教育の内容　　差別と人権問題の学習　２－（２）－ア　

６　指導計画
　（１）資料を読み、部落差別のために祭りの屋台の宮入りがいつも最後になるという不合理に気づく。
　（２）西町の人々の気持ちにせまり、その思いや願いに気づく。（本時）
　（３）西町の人の苦労や願いを知り、自らたち上がり解決していこうとする姿に共感し、その行動がどの町にも幸せをもたらしたことを理解する。
展開(２)（本時）
	学　習　活　動
	指 導 上 の 留 意 点 及 び 支 援

	１　資料（P.28 L10まで）を読み、前時を思い出す。
２　西町の大人になって話し合う。
[image: image1.emf]
○　西町の大人になって、「今さら、ほかの町ともめごとを起こすこともなかろう」という意見に

・　納得
· どちらかというと納得
· どちらかというと納得しない
· 納得しない
という視点で話し合う。

３　西町の人々の本音を考える。
[image: image2.emf]
· 「今さら、ほかの町ともめごとを起こすこともなか
ろう」という意見を吹き飛ばすぐらい、西町の人々
の思いが一つになった本当の願いとは何かを考え
る。
４　西町の大人になって、他の町の人に、ならわしを変えていきたいという話し合いをするとき、「他の町の人に、どのように言うか」をワークシートに書く。
	· おかしいと思ったことを確認する。（提示）
○　何度も話し合い、いろいろな意見があったことにも気づかせる。
・　「もめごとを起こしたくない」
· 「今より、ひどくなるかも」
· 「他の町がなんと言うか」
· 「どうせわかってもらえない」
· 「今までのままでいい」
· 「子どもたちがかわいそうだ」
・　「子どもたちにだけは…」
○　西町の人々はどんな思いで、何度も話し合っていたかをおさえる。
○　話し合った結果、自分の意見を変えてもいい。

· 本当の願い
· 「子どもたちのために」
· 「子どもたちの喜ぶ顔が見たい」
· 「他の町の人とも仲良くしたい」
・　「本当は差別なく、他の町と同じように祭りに参加したい」
○　西町の人々の本音を振り返りながら、ワークシートに書かせる。
○　次時は子どもたちが西町の大人になって、他の町へ伝えたいことを発表したり、祭りの最後はどうなったりしたのかについて学習することを伝える。


ワークシート　　　　
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板書



西町の大人の人は、どんな話し合いをしているか考えよう。





西町の人の本当の願いは何かを考えよう。









